
 

 

 

 

 大和郡山市社会福祉協議会では、コロナウィルス感染症の拡大によって休業や失業等により収入

が減少した方々に対して、緊急小口資金等の特例貸付事業の申請受付を行っています。相談者の中

には「食」に不安を抱える世帯も多く、「食」の支援を行うため、地区社協や民生委員、ボランテ

ィアをはじめ地域住民の皆様に食品を寄付していただく「フードドライブ（「食」の助けあい活動）

を実施しました。 

実施決定から受付までの期間が短く、十

分な広報ができない状況でしたが、市外か

らも新聞やホームページを見て食品を送っ

ていただいたり、より多くの方々に呼びか

けようと自治会回覧や近隣へのチラシ配布

をしてくださったりなど…様々な形でご協

力をいただきました。本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米  １２５ ㎏ 

食 品  ４９０ ㎏ 

寄付金 25,000 円 

個 人   ８９ 名 

 

団 体 
           ７ 団体 

託児ボランティア ひまわりママ 

矢田ふる里まつり実行委員会 

矢田山町東長寿会 

(株)大協 

学校給食事務所    等 

フードドライブ（「食」の助けあい活動）取組報告 

● 受付期間 

令和２年６月 29 日（月）～７月 17 日（金） 
 
● 受付場所 

社会福祉会館、老人福祉センター、 

中央公民館、南部公民館、各支所、 

西田中町ふれあいセンター（市内 10 ヶ所） 
 
● 募集食品 

  ① 常温で保存できるもの 

 ② 未開封のもの 

③ 賞味期限まで２ヶ月以上あるもの 

＜ご協力いただいた方々＞ 

＜ご提供いただいた食品等＞ 



 

 

 

 

 

 

 集まった食品は、大和郡山市ボランティア連絡協議会の皆様にご協力をいただき、衛生面に気を

付けていただきながら、世帯ごとに食品を袋づめしました。 

 ８月６日（木）～8 日（土）に、緊急小口資金等特例貸付申請者のうち、食品提供の希望があっ

た約１３０世帯に配布しました。配分しにくい食品などは、こども食堂や母子生活支援施設「ライ

フイン郡山」の入居者の方々に提供した他、本会のフードレスキュー事業にも活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本会では、今日食べるものもなく、緊急の支援を必要とされている方々に対して、一時的に食料

品の支援を行う「フードレスキュー事業」を実施しています。また、市内にある子ども食堂等の支

援活動をされている団体への提供も検討しています。支援が必要な方々や団体への食料品確保のた

め、今後も定期的に「フードドライブ」を実施していきたいと考えています。次回は、年末年始の

長期休みに向けて 12 月頃を予定しています。詳細は市広報紙「つながり」やホームページ等でお

知らせいたしますので、今後ともご協力よろしくお願いいたします。 

お米を 5 合ずつ袋詰め 

世帯ごとに食品を袋詰め 

袋詰め出来上がりました 

              矢田ふる里まつり実行委員会（澤井宏純委員長）より、毎年開

催される「矢田ふる里まつり」が新型コロナウィルスの影響によ

り中止となったため、災害時やまつりの景品用に備蓄していた

食品を「困っている人を優先したいとみんなで決めた。必要なと

ころに配ってもらいたい。」と、レトルトカレー420 食、アルフ

ァ米 100 食分を寄贈していただきました。               

【問い合わせ先】    社会福祉法人 大和郡山市社会福祉協議会 福祉課 

大和郡山市植槻町３－８ 大和郡山市社会福祉会館内 

TEL ０７４３－５３－６５３１ ／ FAX ０７４３－５５－０９８６ 

ホームページ  http://ykshakyo.or.jp/ 

 

 育ち盛りの子どもが４人いて、夏休みはパートに行きながら、留守番の子

ども達への食事づくりの毎日…とても助かりました。 

 コロナで収入が減り、節約するところは食事になるので、とても助かりま

した。こうして支援してくださる方々がいることがとてもうれしいです。 

希望者にお配りしました 


